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福島県会津地方におけるソバ栽培に関する一考察

初　沢　敏　生

葉．はじめに

　ソバはわが国の伝統的な鐸鞠め一つであ蓼，各

地域に伝統的な盆文鷺を形成してきた。しかし，

高冷地の救荒作麹として栽培されることが多かっ

たため，農業の近代化などにともなってその生塵

量は急速に減少した。現在では中馨などからの輸

入饗が多く，その§給率は鱒％台麟辛程度にすぎ

ないα

　しかし，至§欝葎代半ば以降水蜜転作の拡大な

どによってソバ栽培は急速に増綴（佐藤：欝§3），

各選茎域で地域おこしのためのイベントが待われる

など，ソバは重要な地域資源として蓬§を盗びる

ようになってきている（深谷12舗毒）。

　ソバ栽培の菰大については，様々な地填的要霞

が麗達し合っているが，その生産を支える麹域的

基盤については十分な綾討が超えられていない。

本小議1で取り上げる福島県：会津地方もその一つで

あるeそこで，本小譲においては資料分析と若干

のヒや婆ング講萱を基に，擁島桑会津地方におけ

るソバ栽培の特鍛とそれを形成した地域的要露に

ついて考察を旛えることにしたい。

2．ソバ栽培の現挨

　わが国におけるソバ栽培は．鰺懸奪代から婚鱒

年代の前半にか診て安定的に推移しておむ，その

栽培面積は2万絵台羨半を中心として推移して

いた。しかし，欝鱒年代後半から栽培面積は急堆

し，器磁奪には遷寿i，§倉懸＆を超えている。較穫

量は欝総隼代は圭万も台後辛を推移していたが単

燈懸積あたむ収穫量の堆蕊1などもあって緯鶉琿代

に入ると2万毛を超え，騰艇奪には2万7，鱒§tを

超えていると推灘される％しかし，その生産に

は大きな重毯域差がある。

　栽培面積で見ると，跳海道がi2，鱒態8で最も抜

く，響庫全体の約3割を占めている。これに禰高

察の3，§韓紘，青森渠の2，§暮春雛，新潟桑の2，8韓

熱が続く。このほかに栽培面積が茎，§§騒趨を超え

ているのは長野，山影，茨城，橿搾，権垂木．鹿！繕

島，鞍懸の各県であむ，鹿髭島蘂を除けば東§本

の出がちな地域1こ集中している。これはソバが短

鰯懸で成長，毅穫できるという性賂を持っている

ために，冷害に見舞われやすい地域で救荒鐸勃と

して栽培されてきた歴史を持ち，気濾の抵籍鷺嚢

本と出羅窪蕊で栽培が広く行われてきたためである。

ただし，土地鑑産牲を見ると，これらの耀戯は必

ずしも栽培適地とは言い難い。飼えば，鴻艇年の

欝aあたむ叡穫量は麓海道が聡、鰍彗，福島桑が

％、鰍ぎであるのに鰐し，それが最も多い鹿晃島繋

は捻9．縫暮，熊庫察1灘捻．§㎏，愛媛藥欝i．§㎏，徳

島察i雛．7㎏と，九州，照国地方では鎗む㎏を超え

る梁が晃られる。東出，跳陸，東訛地方で欝＆あ

たり暇穫量が鱒㎏を超える藥はなく，温暖な鍵域

の土地生産雛三が高熱ことが認められる。

　にもかかわらず，鹿髭島察を除き，西南饗本で

ソバ栽培があま鯵盛んでないのはソバの懸路が安

いためである。上記のようにソバは米などに姥べ

て暈縫欝積あたりの叡穫量が少ないにも関わらず，

その懸路韓i俵韓5㎏）あた鯵i万鍔からi万5

千羅程度で．欝aあたりの販売額は2～3万需程

度にしかならない。そのため，気蟹iが緩緩な地域

ではより有稀な｛乍勃の栽培を鮨慰し，ソバ栽培は

あまむ重要擬されていない。また，ソバ栽培は天

躾の影響を大きく受ける。特に鰐花霧に雨に見舞

われると敦穫量は大輪に低下する。潤えば，騰綴

駕においても高簸県で1凝雛あたり蝦穫難がわず
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か蓉．鰍奮，青森察では算．鰍暮であ弩，気象災害の

被害を受診やすい馨鞠であると言えよう％

　灘えて，海外産地との競争も厳しい状溌である。

欝鱒年代を通じてソバの輸入量は年間鱒万t前後

を推移，透奪はその大部分を甲羅から輸入してい

る（第重麟）。これは生産懸格の差によるためで

ある。羨述のように国産のソバはi俵あたり1万

肖からi万5千懇程農：であるが，外国産のソバの

輸入懸緒は欝螢葎のもので，茎俵あたり申醗産が

i，絡6獲，アメ婆力合衆国産が2，腿3再，　カナダ産

が2，隠2霧1こすぎない。流通懸格1ま輸入懸緒よむ

も高くなるが，蟹産贔との懸路差はきわめて大き

く，懸路競争力では號較にならない。

　これだ喜ナ憂）覆i格差がある1こもかかわらず，近年

ソバ栽培が拡大しっっある蓬由としては，ソバが

駐本の重要な食文髭の一つであり，晶質のよい国

産ソバが多くの消費者に求められていることに簾

え，農家に承懇転梅の補助金が支給されているこ

とが一しげられる¢鯵鴨駕から始まった米の生産講

整，いわゆる減反に対癒するため，欝87葺≡の承懸

農業確立端策，緯§3年の水霧営農活性化辮策など

によってソバが水密転作作勃として導入され，ソ

バを栽培する場合，臆農あたり約逢万溝の補麟金

が交樗されている。すなわち．ソバ栽培にあたっ

ては収穫物の藪売総務を上里る額の補励金が農家

1こ交付されているのである。ソバの藪売饒賂に補

励金を上乗せしても．多くの場合来の簸売懸鶴に

は及ばないが，ソバは糧放的な栽培でも一定の暇

穫が鱗待できるため，高齢化の進んだ地域や減反

藪積め大きい地域では箆較的蒼秘な転作作麹であ

ると言うことができよう。このような補鐵碁観護：が，

農業条件の本科な地域でのソバ栽培を支えている

のである。

　以下では．福島県におけるソバ栽培の特籔をよ

り詳しく鹸試することにしたい。

3．福島漿におけるソバ栽培の特徴

　2総重年現在，篠島桑の蔀道瞬藥購ソバ栽培面積

は跳海道に次いで第2位であり，全羅の約§％を

霞めている。しかし．収穫量では跳海道，長野藥

に次ぐ第3位で，全躍シェアは8驚台墨ぱにまで

1薮下する駐　これは福島藥の董｛〉＆あた鯵珪冥穫量が

62．猛奮と会議平均を下羅っているためである。し

かし，栽培面稜・較穫量とも全国の約3分のiを

羨める駕海道を除けぱ，福島繋は長野桑と叢んで

わが覆の中心的なソバ栽培地域を形成していると

菖えよう。

　ただし，懲島県内においてもソバ栽培は特定の

地圭或1こ集中している。第2緩は橿島桑1こおける

鎗○§年の濃霧耕園ソバ齪穫量を示したものである。

福島察のソバ生産地域は諸藩代濃霧辺縁遜の会津

地方，蓉にその跳藻に集中していることがわか
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資料1『擾島農躰水産統計尊報湛により｛乍成

第2醤福島勲こおξプるマ雛騎擬ソバ生産量（2鰯無〉

る％青郷拳鯵1に見ると，栽培薩績が最も大きい

のは猪落代鞠の5§愚a，次いで会津藪下郷の韓§

臨，会津高懇篤の2艇藝＆，新鶴赫のi毅盤aであむ，

畦麟で福島繋全体の認％を占めている。較穫量も

ほぼ講織である。

　これは，繭簾において述べたように，ソバ栽培

が水醗転作の一石として拡大してきたため，各地

のJAの戦酪によって，窯力作麹が地域的に形成

されてきたためである。銭藤（懲93）は，福島藥

の水醗転作を地蟻的に譲詳し，漢通辞から醗武縷

康地にか診ての地域では鯖料｛乍勃が，中通りの盆

地藻では響菜が，会津地方ではソバが転作鐸麹と

して多く選択されていること．そしてこれらの舞

梅の選毅が各地域の伝統文化と農業生産構造と硲

緩み合わぜの上になされていることを捲構してい

る。

　これは，福島県1こお謬るソノ導畿重書の拡大の鑑移

からも裏｛寸1ナられる。第3蟹は編島環におけるソ

ノ寸栽培癒積の推移を示したものである。福島察華こ

おいてはもともと会津地域でソバ栽培が多く行わ

れていたが．総総年代後半に水蜜利稽再纏対策で

ソバが転作鐸鞠に捲定されたことから栽培面積が

増織した。さら1こ欝総軍代後楽に織反が強龍され

たことなどからi栽培藏積が急走着した。　しカ｝し，第

3緩からも明らかなように栽培地域の大濠分は会

津縫方であむ，2総§葎には福島桑の栽培嚢積の鋳

％以、とが会津地方に集中している。

　この理由としては，先に示した伝統文建の存在

の縫に，観光地の存在と各種生産旛設の整騰を揚

嫡することができる。会津地域はわが国膏数の観

光地であ参，奪懸入り込み客数は会津若綴毒だけ

で約鎗§万人に達する。遍隼．ソバは会津地方の

重要な食文此として再評癒され，各地域でそれを

穰駕したイベントが実施され，地銭おこしが進め

られている（深谷：2§㈱。地域を観光客にアピー

ルするための資源としてソバが難いられているの

である。また，会津地方ではJA慧どにより大綬

模な麺理施設が建設されたり共溺の大型コンバイ
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第3露福島繋におけるソバ栽培欝積の推移

ンなどが整繕されており，農家の支援鉢講も亮実

している。これらの要馨が農家にソバ栽培に鰐す

るインセンティブを与えているのである。

　5Aなどによる農家支援の状溌を具体的に見る

ことにしたい。ここでは，猛苗代籍のソバ麺理施

設を事韓1として紹介しよう。餐童窪車代欝｝で毒まソノぐ農

家を支援するためにソバの乾燥と保管．精製など

を行うためi蟹琵の鑓理能力を祷つ施設を欝欝隼

1こ建設，　施設は舞の振舞馨公社で保有し，　連舞郵ま

3Aに委託している。

　猪窪壁代地域で慧欝月中’鯨碁こ勧霜毒§鋒参るため．

それ以羨にソバの翼1轡取蓼を完了させなければな

らない。しかし，そうすると穰声繕と舞寺鰯的にバッ

ティングするため，多くの農家ではソバの羅鯵取

瞬こ十分に簿癒することができない。また．この

時簸1灘Aも穰刈むの委託偉業で多忙なため，町

の振興公縫で大聖流網コンバインを§台装欝し．

農家の委託を受酵て収穫等を行っている。委託を

受けて躍り取った玄ソバは施設の保管癒に移され，

乾燥・保管される。玄ソバは桑の経済連を遜むて

製糧業者に販売されて，その販売額は麟蓼皺む量

に臨むて農家に醐分される。なお，手数料はコン

バインでの麟り皺むが欝農あた蟹，齢雛聾．乾燥

がi㎏あた鯵2巷鍔である（21）総年）。

　玄ソバの流遜慧．栽培農家から3Aを経由して

製舞業者に串荷されるもの，集荷業者を経由して

製誘業者に鑓荷されるもの，直接ソバ癒などに串

荷されるものなどのルートがある。会津地域にお

いては，かつてはソバは集荷業者が1まぼ全量を掻っ

ていた。そのため，現在でも農家の生産量の3割

程度を集荷業者が取穆籔っていると推灘されてい

る。　しかし，上述のよう1こ3Aなどの施設が整｛藷

されるに縫ってJAの取籔量が増擁しつつあるG

農家から直接ソバ唐に藪売されるものは，量的に

はわずかである。しかし，鱒農から収穫されるソ

バを玄ソバのまま販売すれば2～3万羅にしかな

らないの1こ女重し，同量のソバ華分がソノ蔑彗で販売さ

れるときは約緯万欝になる。そのため，直接ソバ

唐に簸売したむ，自らソバ震を経営する農家が増

撫しつつある。今後慧ソバ農家とソバ癒との直接

取引量は増撫するものと考えられる。

　緒苗代織の振興公被ではソバ糧の販売も行って

いるが，欝9§年度の販売縁2縷tにとどまったG　こ

の多くは振興公娃が経営する2軽のレストランで

溝費され，一鰹のソバ唐への販売慰籔とんどない。

これはソバ糧の麺段が猛暮あたむi，§総灘と高纒で

あるためである。しかし，晶質のよいソバを好む

消費者も多く，振興公社ではソバ道場を建設する

などしてより付癩懸纏を薦めた形での販売を饗指

している。
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　このような中で，農家はどのようにしてソバを

栽培しているのであろうかg以下では，捲落代韓

と隣接する磐梯驚のソバ栽培農家の事鱗を中心と

して縷説を饑えるむ

4．ソパ生産農家の動病

　ここでは磐梯・猪苗代嬉域を中心として，いく

つかのソバ農家のヒや穫ングに基づき，ソバ栽培

の現状を擢握することにしたい。

　A氏は経営耕地藏積約7捻の比較的大観摸な

農家で，ソバの大震模栽培を行っているひこの地

域では欝箆～篇隼頃に実施された農業基盤整騰事

業によって約鎗擁の嬢地が造成された。しかし，

聾菜栽培のみではこれだけの農地を活硝すること

はできないため．少ない労欝力で広い農地を活醗

できる麦とソバ栽培が導入された。それ以前はし

ばらくソバ栽培は行われていなかったが，この地

域では数十隼羨まで1雛こ植林を行う場合，それに

先だって焼き爆を言い，ソバと秘からしの栽培を

行っていた。そのため，ソバ栽培の技術は地域内

に伝承され，籍たに技術を導入する必要はなかっ

た。境慶は麦（鍼料繕の弁慶大麦）とソバの二毛

作を実施している。

　A氏は現産農地を欝蓼てソバと麦を鰺懸．承

瞬を昏鼓a経営している。A氏は息子夫鰭と構諾

しているが，コンバインなどの大型農機を導入し

ているため，懇麺類に2，3人蓬醸する以外は．

農業は夫嬉2人だけで行っている。暇穫されたソ

バは癒接ソバ癒に鐡薄している（逢震〉0

　8氏慧織り入れも含め，露～鐸醸のソバ栽培

を行っている。この地域で農業基盤整欝事業が終

わる欝き5葺葦嚢からソバ栽培を醗始，その後，耕作

敏棄地の増糠にともなって倦む入れ地を増撫させ

て経営媛摸を絋大した。地代は抹耕地であるため，

3，0｛壕～5，§総欝／欝農である。　B氏1まソバ栽培の

経験がなかったため，農業改衰普及センターで技

術を学んだ。饗雀は躍鯵取り等はJAに委託して

いる。玄ソバの簸売も，厳羨はソバ癒に行ってい

たが，現在は3Aに行っている。

　C氏縁i鱒？隼よリソバ栽培を撰彗嬉した。経営耕

地面積は約5雛，そのうち絶島aでソバを栽培

している¢ソバ栽培は承懸の減反にともなう転舞

が中心で，当褥は大豆と牧草を主体として栽培し

ていたが，減反藤穣の絋大にともない少ない労繕

力で栽培が薄能なソバに栽培の中心を移した。

　メ1轡取セ）等と販売はJAに委託しているが，そ

のため種もJAから購入している。これはJAの鑓

礫旛設で複数の種類のソバが混ざるのを防ぐため

である。

　綴父の代までは冠婚葬祭にあたってソバを寓す

る習縷があったため，多くの農家では自給驚にソ

バを栽培していた。そのため，C氏もソバ栽培の

技術は元々保有してお辱，栽培にあたって籍たな

技術を学習するようなことはなかった。

　次に，性賂と趣域は異なるが，ソバ癌からソバ

栽培に参入した至〉氏の事舞を紹介しよう。○氏は

欝鍵年にソバ唐経営を始める。当擁は製糧議から

ソバ誘を買って打っていたが，思ったようなソバ

が侮れなかったため，ソバ栽培に参入した。蟹島

臨に国営事業で聡発したブゼウ懸が荒れ地となっ

ていたのを瞬擁して農地を確保，2§毒§年には鰺

善農でソバを栽培している。ソバは土地生産性が

低いため，この程度の面積がないと白襲での使稽

鷺を磯保できない。ソバ栽培慧糧敏的に行ってお

り，播種の後は収穫まで基本的に手をかけない。

コンバインや乾燥機は自分で装簿．乾燥講整した

玄ソバを抵濾倉庫で保管して茎奮闘硬耀している。

　登氏が懲分での栽培にこだわるのは，委託生産

であると玄ソバの品質が一定ぜず，ソバ打ちに影

響が慮るためである。また，ソバは箆較的乾燥し

た土地を好むため，水霧転鐸にともなって生産さ

れたものは品質的に満塁できないものがあるため

である。

　以ま二，　4氏の事｛甦を簡単事こ紹介したが，　ここか

らいくつかの共通点を見いだすことができる。

　まず，農地に駕しては，羨章までに捲擁した織

反にともなう承鐙転作に超えて，基盤整備事業等

喜こよって整備された農地が農業就業者の減少や高

齢乾にとも慧って十分に活婿されないままになっ

ていたのをソバ螺として活躍しているケースが見
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られる。農業就業者の減少と高齢建は農地への投

下欝欝力を減少さぜるため，糧敏的な栽培が薄能

である作！霧鐘栽培に海かわざるを得ない4）。織反

藤積の絃大もこの1覆向に葺き車を力擁ナることになっ

た。「広大な整講された遊休農地」の存在がソバ

栽培絃大を可能としたのである。

　また，栽培技徳については，糧放的な栽培が可

能なソバはあま鞍難しい披講を必要としなかった。

また．この地域では歴史的にソバ食の文建が存在

していたため．多くの農家ではソバの栽培技衛が

伝承されていた。そのためソバ栽培を導入するに

あたっても技術懸の麗麗は特に発生せず，ソバ栽

培の急速な拡大を可能とした。

　丹政や3Aによる支援も大きな役割を果たして

いる。猪窪妄代醗に晃られるような大規摸なソバ施

設の存在とメ1轡取む等の絹織的な受託は農家の農

機への投資を減少させ，経営幾模の拡大を容易に

している。また，施設の整騰にともなってこれま

で集荷業者が中心となっていた玄ソバ流通がJA

を中心としたものに変化，栽培品種の統一も進ん

でいる。

5．おわ》に

　以．L，擁農桑会津地方におけるソバ栽培の特徴

について検討を灘えた。ここから得られた知見は

以下の遜むである。

①　編農桑は擁道癈棄馨喫こ見ると，栽海道1こ次い

　で第2位のソバ栽培癒稜を持ち，龍海道，長野

　察とともに蓉本に中心的なソバ産地を形成して

　いる。

②福島県のソバ栽培1戯§総無代半ばと欝鱒年代

　末に急増しているが，これは絨反の強麹にとも

　なう転鐸の拡大の影響を受けている。

③福島藥1こおいては，ソバの生産地域1ま会津地

　方の龍認に集中している。これはソバが水飜の

　減反にともなう転作作梅に撫定され，各地域の

　JAが戦酪的な｛乍物選毅を行っているためであ

　る。これにともなう施設の整簿などがソバ栽培

　の拡大に大きな後躍を果たしている。

④磐梯・猿藻代地域などでのヒや彗ング講盗に

2§巷2鱗2月

　よれば，基盤整備事業等による農地整鱗の拡大

　と．農業健事者の減少・高齢穐が農家のソバ栽

　培導入・拡大の大きな要麗として捲薦できる。

⑤　 ソバは糧敏：的な栽培が可能である上に．　この

　地蟻では伝統麟なソバ食文銘が存在したため，

　ソバ栽培を導入するにあたっても，栽培技徳面

　では特に問題は発生しなかった。

⑧各種施設の整備などを遍して，玄ソバの流通

　は，集荷業者を中心としたものから3Aを中心

　としたものに変死した。これにともない，栽培

　品種の統一も進んでいる。

　　　　　　　　（受蓬鷲　平成慧奪総員蔦購

注

茎）農赫；水窪省統釜韓春鞍藻w騰ページの資料によ

　る。ただし，栽培面積については兵難票と長麟

　察のデータが欠落，収穫量については富田県，

　大阪癖．呉羅藥，長麟藻のデータが欠落してい

　る。　これらの癒察を藝余外した場合．2§1叢年のソ

　バの栽培面穫は毅，3総総，収穫量は麗，鮪銑，

　欝豊あたむ収穫量隷蕊、8㎏となる。　これらの癒

　桑の生産量はそれほど大きなものではないと推

　灘されるので，本小論においては，これらの癖

　桑の存在を認識しっっも，　データの言圭算からは

　除外して籔う。

2）福島桑においても，鯵露奪にソバ栽培は甚大

　な気象災害に晃舞われ，その隼の緯＆あたり叡

　穫量は聲．§㎏にすぎなかった。

3）会津地方南藻でソバの栽培面積が箆較的少な

　いのは，水難転｛乍作暢として花癖が選垂疑される

　ことが多いためである。会津地方では，詫会津

　慰，擁津鋳，王島警，紹秘栂，興晃晦．南郷村，

　伊薦材，舘岩樗で農業糧生産額に占める琵講の

　比率が欝％を超えている（鴻春馨奪）。

4〉糧敏的な栽培を難｝能とするという点では牧草

　はよ鞍糧敏的であるが，牧草を転作作務として

　補勘金を得るためには．それを簸発する畜藍家

　と契約を結ぶ必要がある。そのため畜産があま

　り盛んでない会津縫方では，転作作麹として選

　叛しにくい。
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Regional Characteristics of Buckwheat Cultivation
in Aizu Area, Fukushima・Prefecture 

HATSUZAWA,Toshio

On this study,based on data analysis and regional examirlation,I have clarified regional 

characteristics of buckwheat cultivation in Aizu area,Fukushima prefectlire.The cond1lsion 
is following:

1. In Fukushima prefecture, buckwheat cultivatiort area run up to3,800k1表(2001)_It is second
place in Japan,and shows Fukushima prefecture ls a center of buckwheat cultivation.

2. In Fukushima prefecture,buckwheat production increased in middle of l980s and in end
of f990s.This trend is related to the policy to reduce rice acreage.Japanese Government
encouraged to cultivate some farm products to decrease rice prod1lction. Buckwheat is one
of them,and its cultivation is quickly increased.

3. Production area of buckwheat in Fukushima prefecture concentrated to north part of Aizu
area.Agriculturai cooperations (JA) in each area decided its leading farm production.In
eastpart of prefecture, leading fam  productiorl is grass, middle part,of it is vegetables

and south part of Aizu area is buckwheat and flowers.Strategies of JA forms regional
special products.

4. In Aizu area,preparation of farm field is important to Increase buckwheat production.
To harvest b11ckwheat,it needs to use big combines.So Iarge field is needed by buckwheat
production farmers.Buckwheat cultivation needs less labors than vegetables_ In Aizu area,

older farmers are inc・reasing,and they cannot manage intensive agriculture. Buckwheat is a
product to be fit for them.

5. In Aizt1 area,buckwheat is an important material of traditional food culture.So rnany

farmers are handed down cultivation techniqlles of buckwheat_R、egionaf traditional food

culture is an important factor to promote agriculture_

6. Ma通y equipments for buckwheat are built by local governments and JA.They are important
infrastnlctures for buckwheat cultivation. By preparation of them, JA took o'''or the
distribution of buckwheat. 


